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１　はじめに

わが国の養豚経営において、全算入生産費

に占める飼料費の割合は、６割強を占め、そ

のほとんどを流通飼料に依存している。すな

わち、輸入トウモロコシに依存した畜産部門

でもある。輸入トウモロコシの全てを代替す

る国産の飼料を見い出すことは難しいが、そ

の一部を代替することは、大切なことであ

る。社会的には、食料自給率の向上につなが

り、外貨の流出を防ぎ、付加価値を国内にと

どめることになる。その代替品目として、エ

コフィードが注目されてきた。しかし、エコ

フィードの確保には、ロジスティクスの問

題、安全・安心の問題、経済性の問題を内包

している。

そこで、本稿では、エコフィードを活用し、

なおかつブランド化に取り組んでいる「ひょ

うご雪姫ポーク」を取り上げ、そこから得ら

れる教訓や課題を明らかにすることを目的と

する。

２　「ひょうご雪姫ポーク」のブランド化と兵庫県内での位置付け

「ひょうご雪姫ポーク」の歴史は、表１の

通りである。2001年度に、兵庫県立農林水

産技術総合センターでエコフィードの開発・

利用について検討されたのが契機である。

2005年度に、パンくず・麺くずを利用する

ことで、霜降り豚肉の生産技術が開発され

る。2007年度に「兵庫県霜降り豚肉生産協

議会」が設立され、養豚経営４戸が参画する。

同年度に、後述のエコフィード循環事業協同

組合が設立される。2010年度に、「ひょう

特集：収益力の強化に向けて

エコフィードを活用したブランド化への取り組み
〜「ひょうご雪姫ポーク」の戦略〜
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兵庫県の畜産において、養豚が占めるウエートは決して大きくはない。その中で、エコフィー

ドを用いて、霜降り肉を目指して生産された「ひょうご雪姫ポーク」の出荷量は１割にも満たな

いものの、販売店や飲食店での取り扱いだけでなく、地元の幼稚園や保育園などでも利用され固

定客を獲得している。まさしく「ひょうご雪姫ポーク」を軸とした、生産から消費までをつなぐ、

地産地消のフードシステムを紹介する。

【要約】
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ご雪姫ポーク」が商標登録され、前述の協議

会の名称も、「ひょうご雪姫ポークブランド

推進協議会」に変更される。それ以降、出荷

頭数と販売店舗数を拡大させ、2016年には

4400頭、28店舗になっている。ただし、

2012年以降の出荷頭数は現状維持の状況に

ある。なお、現在（2017年）のメンバーは、

３戸である。

さて、兵庫県の養豚経営の戸数は、2016

年に29戸である。従って、当時４戸の養豚

経営が「ひょうご雪姫ポーク」に参加してい

たので、戸数割合は約13.8%ということに

なる。

2014年における兵庫県の農業産出額

（1491億円）の中で、畜産のウエートは

36.4%（542億円）である。野菜が27.8%

（414億円）と続き、米が３位で26.9%（401

億円）である。畜産の中で、鶏が約半分

（274億円）を占め、神戸ビーフや但馬牛で

有名な肉用牛が24.4%（132億円）である。

豚は、3.3%（18億円）にとどまっている。

周知の通り、関西は牛肉文化圏で、養豚のウ

エートは低くなる。

「ひょうご雪姫ポーク」は、2014年度に

4400頭の出荷であったが、後述のように肉

豚１頭の枝肉販売価格を３万7000円（74

キログラム×１キログラム当たり500円）と

すると、約１億6000万円の売上高になる。

兵庫県の豚全体の中では、約９％を占めるこ

とになる。

以上のように、兵庫県の畜産の中で、養豚

はマイナーな存在で、その中でも、「ひょう

ご雪姫ポーク」のウエートは大きくない。し

かし、「ひょうご雪姫ポーク」は、「ひょうご

農林水産ビジョン2025」において、施策項

目の「６　畜産物のブランド力と生産力の強

化」と「16　消費者の信頼の確保と県産県

消の推進」にまさしく合致するものである。

さらには、エコフィードの活用という資源循

環型の畜産モデルでもある。

そこで、本稿では、2016年度「ひょうご

雪姫ポーク」出荷頭数4400頭のうち、

3600頭を出荷している協和資糧株式会社上
こう

月
づき

ファーム（以下「上月ファーム」という）

を取り上げ、その経営の実態に迫ることを目

的とする。また、「ひょうご雪姫ポーク」を

年度 取組内容

2001 県立農林水産技術総合センターでエコフィードの開発・利用についての検討

2005 県立農林水産技術総合センターで「霜降り豚肉」の生産技術を開発
パンくず・麺くずなどの配合割合（40％）、給与期間（肥育期50日以上）

2007 「兵庫県霜降り豚肉生産協議会」の設立
養豚経営4戸（現在3戸）、エコフィード循環事業協同組合の構成で活動開始

2008 エコフィード循環事業協同組合の飼料の供給開始（11月1日）

2010
「ひょうご雪姫ポーク」商標登録
「ひょうご雪姫ポークブランド推進協議会」に名称変更
ロゴマークの商標登録（8月）

2011 出荷頭数3500頭、販売店舗10店舗

2012 出荷頭数4400頭、販売店舗15店舗

2016 出荷頭数4400頭、販売店舗28店舗

資料：兵庫県農政環境部農林水産局・畜産課酪農養鶏班の資料を筆者加工

表１　「ひょうご雪姫ポーク」の歴史
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扱っている代表的な食肉小売店の神戸甲南サ

カヱ屋（以下「サカヱ屋」という）を取り上

げ、そのマーケティングの実態に迫る。そし

て、ブランド化やエコフィードを進める上で

の教訓や課題を明らかにする。最後に、補論

として、エコフィード循環事業協同組合につ

いて述べる。

なお、「ひょうご雪姫ポーク」の定義は、

以下の通りである。

１　生産者は、ひょうご雪姫ポークブラン

ド推進協議会の会員である。

２　品種は三元交配種、二元交配種または

ハイブリッド豚とする。

３　兵庫県内で生まれた子豚を県内で肥育

し、県内の食肉処理場でと畜処理した豚

肉であること。

４　肥育期はエコフィードを利用し、その

内出荷前50日以上は麦由来のでん粉質

飼料（パンくず、麺くずなど）を風乾物

重量で40%以上配合した飼料を給与し

ている。

３　上月ファームの展開

（１）　養豚の経営史

長田産業株式会社（以下「長田産業」とい

う）は、８つのグループの会社から成る。協

和資糧株式会社（以下「協和資糧」という）

は、そのグループ会社の１つであり、養豚部

門として上月ファームを持つ。協和資糧の代

表取締役は長田泰則氏で、長田産業の取締役

でもある。

なお、長田産業の会長は泰則氏の兄の博氏

であり、代表取締役は従兄弟の伊知朗氏であ

る。長田産業は、でん粉やグルテンの製造会

社であるが、そこで派生する「ふすま」を有

効利用するために、養豚事業を開始した。い

わゆる、垂直的統合（注）ということになる。

協和資糧のホームページにもあるように、

養豚事業を開始するに当たり、1987年６月

に岐阜県の養豚農場へ従業員２名を研修へ出

向させた。農地の確保については、幸いなこ

とに、現在の畜舎の敷地（１ヘクタール）が

まとまって売りに出ていたので苦労はしなか

った。

1988年９月に、種雌豚200頭の繁殖肥育

一貫経営をスタートさせる。スタート時は、

泰則氏の叔父が代表取締役であった。養豚に

関しては、経営者もスタッフも素人であり、

試行錯誤が続き、赤字の状態であった。肉豚

の出荷には８カ月を要した。そして、20年

前に、泰則氏が引き継ぐことになる。

なお、上月ファームは、兵庫県では、２番

目に大きな規模の養豚経営である。

注：垂直的統合とは、川上にある企業が川下に参入したり、川下

にある企業が川上に参入したりすることを意味する。前者は

「前方統合」、後者は「後方統合」と呼ばれる。本事例は「前

方統合」になる。

（２）　人材の確保

上月ファームの労働力については表２の通

りである。

泰則氏は、工学部の出身で、新潟県で石油

の掘削の仕事を経た後、長田産業に就職し、

15年間工務の作業に当たってきた。それ故、

養豚の経験は全く無かったことになる。ただ

し、工務の作業で、上月ファームをたびたび

訪問しており、養豚経営に触れる機会があっ
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（３）　「ひょうご雪姫ポーク」への取り組み

「ひょうご雪姫ポーク」の歴史は、前述の

通りである。「ひょうご雪姫ポークブランド

推進協議会」のメンバーは、2017年現在３

戸である。

前述のように、上月ファームは、1998年

の稼働時点から長田産業で派生する「ふす

ま」の有効利用を行っていたことから、エコ

フィードの歴史は長いといえる。

しかし、「ふすま」だけに依存した養豚経

営は、赤字の状態であった。泰則氏が後継し

てからは、飼料に関してさまざまな工夫を行

っている。15年程前に、パンくずの利用を

開始する。その後、麺くずを利用し、コスト

削減により赤字経営からの脱却を図る。さら

に、チーズやヨーグルト、ホエイを用いるよ

うになり、飼料コストを大幅に下げることが

できた。出荷日齢も２カ月短縮できたのであ

る。

現在、１カ月当たりのエコフィード乾物利

用量では、①エコフィード循環事業協同組合

の製品１トン②自己調達のエコフィードを

25トン用いている。①については、後述す

るが、単価は１キログラム当たり25円であ

る。②については、平均単価は１キログラム

当たり10数円である（表３参照、写真１、

２）。

上月ファームの肉豚は、西宮市食肉センタ

ーに出荷され、その帰り便を利用して、②の

エコフィードを持ち帰ることになる。

たことは大きい。現在、週に２日、主にハー

ドの修理作業に当たっている。ハード面の修

理を外注すると、交通費だけで、数万円を要

し、かなりのコストになるので、泰則氏が自

ら修理することが多い。

泰則氏が引き継いだ時には、養豚経営は赤

字状態で、しかも場長が不在の状態であっ

た。そこで、得意先の飼料会社を通じて、現

在の場長を紹介してもらった。

常時雇用は、場長以外では、３名である。

従業員Ａは、肥育部門を担当し、15年間勤

務している。おが粉肥育豚舎における敷料の

交換、リキッドフィーディング・自家配の製

造調製を行っている。

従業員Ｂは、繁殖部門を担当している。北

海道出身で、鳥取県の大規模な養豚経営に勤

務していたが、定年退職後に、上月ファーム

に勤務することになった。

従業員Ｃは、上月ファームの勤務年数は５

年と新しいが、主として離乳豚舎、肥育豚舎

での飼養管理、導入豚の飼養管理と幅広い作

業を分担している。

表２　労働力の構成

区分 経営主との続柄 年齢 農業従事日数 部門または作業担当

構成員 本人 63 2日／週 経営全般　修理

常時雇

場長 66 3日／週 農場全般　20年勤務

従業員Ａ 63 6日／週 肥育部門　15年勤務

従業員Ｂ 61 6日／週 繁殖部門　1年勤務

従業員Ｃ 39 6日／週 全般　5年勤務

臨時雇 兼務 66 1日／週 修理
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（４）　養豚の飼料調達の工夫

サカヱ屋の紹介で、高級菓子やパン製造・

販売の老舗であるK社の廃棄用食パンを活用

することになる。それまでは、K社では、月

に４トン程度の廃棄用食パンが発生し、その

処理コストに１年当たり100万円以上も支

払っていた。

そこで、乾燥装置をK社へ持ち込み、リサ

イクルすることを考えた。長田産業グループ

内の当装置を使い、１カ月当たり１万数千円

で貸与する形になっている。それは、廃棄用

食パンなどの利用代金と大体イコールなので

相殺される形になる。

このような経営努力が、表３のエコフィー

ドの平均単価１キログラム当たり10数円に

結実しているのである。

（５）　家畜排せつ物の処理

上月ファームでは、敷料におが粉を活用し

ている。おが粉は、１カ月当たり30立方メ

ートルを用いている。おが粉代は、１立方メ

ートル当たり2500円なので、１カ月当たり

８万円程度のコストということになる。

おが粉以外に、戻し堆肥を敷料としてい

る。2002年９月に完成した岡田式豚糞発酵

乾燥プラントで、良質の完熟堆肥を製造し、

これを戻し堆肥として敷料に活用することに

よって、おが粉の投入量を削減させている。

戻し堆肥としての利用以外は、地域の耕種農

家に無償で譲渡している。また、業者が、堆

肥を取りに来て、牛ふんと混合して販売して

いる（写真３、４、５）。

表３　自己調達のエコフィードの単価

種　類 単価

アイスクリームのコーン 15

麺くず 15

菓子・パンくず 10

ふすま 1

小麦粉 12

平均単価 15円以下

（単位：円／kg）

写真２　上月ファームのエコフィード

写真１　上月ファームの飼料攪拌機

写真３　上月ファームの肥育豚舎
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このように、上月ファームでは、地域の耕

種農家や畜産経営のニーズに合った良質の堆

肥を無償で提供していることが分かる。

なお、分娩舎などからの排せつ物は、脱水

機で固液分離させ、固体は堆肥化し、液体は

浄化槽で活性汚泥法により浄化させている。

このように、環境に配慮した対応がなされて

いるのである。

（６）　経営の状況

上月ファームの経営実績を一覧にしたもの

が、表４である。比較のために、経営診断事

例のデータも挙げている。これは、注にもあ

るように、先進事例のデータである。経営の

概要では、両者はほぼ似た規模であることが

分かる。労働力は、上月ファームが４人（0.5

人＋ 3.5人）であるのに対して、先進事例は

6.7人（4.2人＋ 2.5人）と少ない人数で経

営管理を行っていることが分かる。

収益性は、上月ファームが2016年度であ

るのに対して、先進事例のデータは2009年

度時点なので、単純に比較はできない。図１

からも分かるように、2009年度は豚価がか

なり低かったのである。

生産性は、繁殖部門では、先進事例とほぼ

同じ水準であることが分かる。肥育部門で

は、先進事例以上の成果を上げていることが

分かる。肥育豚事故率で、両者に大きな格差

が生じている。これは、先進事例が2009年

度のデータであるため、当時の豚繁殖・呼吸

障害症候群（porcinereproductiveand

respiratorysyndrome:PRRS）とブタサ

ー コ ウ イ ル ス 関 連 疾 病（porcine

c i rcov irus assoc iated d iseases :

PCVAD）などが影響し、事故率が大きくな

ったものと思われる。肥育豚1頭当たり平均

価格や枝肉１キログラム当たり平均価格は、

上月ファームが先進事例を上回っているが、

前述のように、2009年度と2016年度にお

ける豚価水準の違いを考慮する必要がある。

さて、上月ファームでは、エコフィードで

厚脂にならないように、ハイブリッドの種雌

豚（LW）などを導入している。このような

工夫が、生産における好成績につながってい

る。いずれにしても、上月ファームは高い技

術水準にあることが分かる。なお、2016年

度の上月ファームの事業活動を要約したもの

が表５である。

写真５　岡田式豚糞発酵乾燥プラント

写真４　肥育豚出荷後、消毒され敷料が堆積
された豚舎
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項目 上月ファーム 経営診断事例

経
営
の
概
要

労働力構成
家族・構成員 0.5人 4.2人
雇用・従業員 3.5人 2.5人

種雌豚平均飼養頭数 180.0頭 173.9頭
肥育豚平均飼養頭数 1,800.0頭 1,226.3頭
年間肉豚出荷頭数 3,600.0頭 3,380.2頭

収
益
性

養豚部門年間所得（当期利益＋役員報酬） 16,000,000円 4,830,942円
種雌豚１頭当たり年間所得 88,889円 27,780円

種雌豚
１頭当たり

売上高 838,889円 621,411円
　うち肉豚販売 744,444円 619,910円
売上原価 783,333円 583,045円
　うち購入飼料費 352,500円 371,268円
　うち素畜費 27,778円 20,836円
　うち労働費 138,889円 59,230円
　うち減価償却費 83,333円 40,153円

生
産
性

繁殖
種雌豚１頭当たり年間平均分娩数 2.1回 2.1回
種雌豚１頭当たり分娩子豚頭数 22.0頭 23.7頭
種雌豚１頭当たり子豚離乳頭数 21.0頭 21.8頭

肥育

種雌豚１頭当たり年間肉豚出荷頭数 20.0頭 19.5頭
肥育豚事故率 3.7％ 17.2％
肥育豚開始時（離乳時）日齢 28日 27日
肥育豚開始時（離乳時）体重 8kg 7kg
肥育豚出荷時日齢 180日 184日
肥育豚出荷時体重 120kg 116kg
平均肥育日数（離乳～出荷時） 152日 157日
出荷肥育豚１頭１日当たり増体重（離乳～出荷） 740g 694g
飼料要求率 ─ 2.62％
肥育豚１頭当たり平均価格 33,000円 31,903円
枝肉１㎏当たり平均価格 446円 408円
枝肉規格「上」以上適合率 60.0% 63.6％

安
全
性

総借入額残高（期末時） 30,000,000円 28,845,836円
種雌豚１頭当たり借入金残高（期末時） 166,667円 165,876円
種雌豚１頭当たり年間借入金償還負担費 46,667円 19,768円

注：経営診断事例の数値は、（公社）中央畜産会『畜産経営診断　全国集計』（2009年4月～2010年3月）の種雌豚150～200頭規模。 

表４　経営実績

図１　豚枝肉市場価格の月次データの推移
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資料：農林水産省「食肉流通統計」、大阪食肉市場（株）
　注：豚枝肉市場価格は、大阪市場の上。
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（１）　組織・経営形態

サカヱ屋は、昭和38年10月に設立してい

る。神戸市東灘区甲南町の商店街に立地す

る。経営形態は、個人経営であり、家族労働

力と従業員を合わせると12人を擁する。そ

のうち、女性は６人と、女性が活躍している

職場でもある。現代表者は、海﨑孝一氏であ

り、二代目になる。

人材の確保に関して、当経営は、女性や留

学生を積極的に採用し、手に職が就くよう

に、育成していく方針である。なお、2018

年２月に、福利厚生を充実させるために、法

人化を目指している（写真６）。

（２）　事業の概要

事業は、牛肉、豚肉および鶏肉の食肉小売

業と精肉加工・卸売業である。商品のライン

ナップは、表６の通りである。海﨑氏が、兵

庫県産にこだわっていることが分かる。

海﨑氏が、「ひょうご雪姫ポーク」に力を

入れるようになったのは、実際に食してみ

て、その味を評価したからである。サカヱ屋

のホームページによると、以下の通りであ

る。

「当社がお取引をさせて頂いている上月フ

ァームさんは、『ひょうご雪姫ポーク』の生

産者の中では最も大きな規模を誇っていま

す。同ファームでは、豚が出荷される50日

前からエコフィードのエサに切り替え『最後

の仕上げ』を行います。これによって豚肉に

サシ（脂）が入り、肉質が柔らかい霜降りに

なっていきます。」

この内容から、生産者である上月ファーム

との密接な信頼関係が構築されていることが

分かる。「ひょうご雪姫ポーク」に関して、

サカヱ屋では、月に20頭から25頭分の部分

肉を、食肉問屋からフルセットで購入してい

る。８月、12月は購入量が1.5倍になる。

なお、牛肉、豚肉および鶏肉の売上高割合

表５　2016年の事業活動

事業活動 2016年度

畜産部門労働力員数 4

飼養頭数（頭） 180

販売・出荷量など（頭） 3,600

畜産部門の総売上高（円） 151,000,000

主産物の売上高（円） 134,000,000

４　神戸甲南サカヱ屋の展開

写真６　サカヱ屋店舗の様子
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に関しては、６：３：１とのことであった。

牛肉の平均単価が、豚肉や鶏肉のそれよりも

高いことと、関西という食文化が反映してい

る。ただ、牛肉の平均単価は、豚肉の約２倍

であるので、数量割合では、豚肉は牛肉に匹

敵するものと推察される。

（３）　「ひょうご雪姫ポーク」の販売戦略

「ひょうご雪姫ポーク」の販売では、幼稚

園・保育園などが50%、レストランなどの

外食が30%、店舗での小売りが20%であり、

BtoBのウエートが大きいことが分かる。

現在、取引している幼稚園・保育園などは

50カ所以上になり、外食は300カ所以上に

なる。そして、園児に、「ひょうご雪姫ポーク」

を食べてもらうために、ヒレやロースの価格

を上げて、モモやウデの価格を下げるなどの

工夫をしている。主として、モモやウデを保

育園へ納入している。限られた予算の幼稚

園・保育園などのニーズに応えたものである。

サカヱ屋では、営業用の車３台を所有し、

ササミ１本の注文でも配達するとしている。

また、海﨑氏のポリシーとして、取引金額

100万円の顧客１軒ではなく、取引金額１万

円の顧客100軒とのつながりを重視してい

る。まさしく、大手とは異なる地域密着型の

戦略であり、地域に貢献していることにな

る。この背景には、海﨑氏が阪神・淡路大震

災を経験したことが大きい。地産地消の重要

性を肌で感じたのである（写真７）。

さらに、小売店舗の近くに、部分肉を精肉

にスライスする工房を持つが、2015年に、

兵庫県版HACCPを取得している。安全・安

心の取り組みを、具体的な形にしたことにな

る。なお、この取得には２年間を要している

（写真８）。

表６　神戸甲南サカヱ屋のラインナップ

畜種 取扱商品

牛肉 神戸ビーフ・昭和ビーフ（当社オリジナルブランド）・その他国産牛

豚肉 ひょうご雪姫ポーク・神戸ポーク・その他業務用豚肉

鶏肉 但馬どり・その他業務用鶏肉

ホルモン 神戸丸橋ホルモン

加工品 ハム・ソーセージ・ベーコン・コロッケ・ミンチカツ・その他

写真７　二代目代表の海﨑孝一氏と奥さん。
バックはサカヱ屋の配送車。

写真８　サカヱ屋の工房内の様子
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５　エコフィード循環事業協同組合の現状と課題

「ひょうご雪姫ポーク」を食べておいしい

と評価する相手と、持続的なつながりの構築

を、サカヱ屋は目指している。

（４）　「ひょうご雪姫ポーク」の応援

前述のように、海﨑氏が、K社と上月ファ

ームを、食品残さでマッチングさせたのであ

る。それは、単なる未利用資源の循環だけで

はなく、「ひょうご雪姫ポーク」のストーリ

ーの構築にもつながっている。

2012年には、「ひょうご雪姫ポーク」が

大手ビール会社のプレゼントキャンペーンで

兵庫県代表に選ばれ、全体で５位、豚肉では

１位の応募数を獲得している。この応募契機

も、海﨑氏のヒューマン・ネットワークが貢

献している。

そして、「ひょうご雪姫ポーク」の母豚を

ミンチにできないか、但馬牛と「ひょうご雪

姫ポーク」を原料としたハンバーグができな

いかなど、新機軸に向けて、海﨑氏は、新た

な構想を練っている。

このような魅力的な取り組みが、「ひょう

ご雪姫ポーク」を軸とした、生産から消費ま

でをつなぐ、地産地消のフードシステムにな

っているのである。

「ひょうご雪姫ポーク」の養豚経営へのエ

コフィードの供給主体として、エコフィード

循環事業協同組合（以下「当事業協同組合」

という）が立ち上げられた。表７は、当事業

協同組合の業務略歴をまとめたものである。

当事業協同組合の組合員は、金澤産業株式

会社、株式会社バイオマス・グリーン、木村

養豚所の三者である。金澤産業株式会社は、

1999年度から中心となって、産学官連携で、

エコフィードの技術開発を推進してきた。そ

の結実が、当事業協同組合である。

表７　エコフィード循環事業協同組合の業務略歴

年月日 業務略歴

2007年 6月 5日 エコフィード循環事業協同組合設立

2008年 3月 31日 異分野連携新事業分野開拓計画認定（近畿農政局・近畿経済産業局）

2008年 9月 兵庫県産業廃棄物処分業許可、加西市一般廃棄物処分業許可取得

2008年 10月 飼料製造業者登録、兵庫加西工場竣工式

2008年 11月 1日 本店所在地を加西市に変更、製造開始

2009年 2月 9日 トレーサビリティシステム「エコフィード循環システム」導入完了

2009年 3月 26日 平成20年度食品リサイクル推進環境大臣賞最優秀賞表彰

2009年 7月 22日 再生利用事業登録（農林水産大臣・環境大臣）

2009年 10月 16日 循環型社会形成推進功労者等環境大臣3R活動推進功労団体表彰

2009年 11月 11日 兵庫県中小企業団体中央会　コラボ大賞表彰

2010年 6月 25日 未利用食品データベース「食品バイオマス飼料化システム」導入完了

2011年 12月 6日 産業廃棄物処分業変更許可（品目追加：廃酸、廃アルカリ、汚泥）

資料：エコフィード循環事業協同組合の配布資料（2017年8月28日）
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乾燥エコフィードの製品として、エコフィ

ードP（菓子パン粉）とエコフィードS（食

品残さ）を製造し、生産者へ供給している。

原料は、未利用食品であり、生ごみではない。

未利用食品は、以下の通りである（写真９）。

①店頭販売期限切れ食品

②余剰食品

③調理残さ（切れ端）

④食品副産物

⑤流通期限切れ食品

また、製品の安全・安心を担保するために、

2009年にトレーサビリティシステムを導入

したり、2010年に未利用食品データベース

を導入したりと、企業努力を行っている（写

真10）。

経済的には、約2000トンの製品販売で、

１キログラム当たり50円のコストになる。

産廃収入などを考慮すると同35円の販売価

格が損益分岐点になる。

図２のように、2012年度までは、製品販

売量は順調に伸びてきて、それ以降は安定し

ていた。しかし、2016年度に減少している。

また、損益分岐点価格同35円での販売が難

しく、前述のように、同25円で販売し、赤

字に直面している。これは、飼料用米の伸び

が大きく影響している。すなわち、同15円

の飼料用米の供給が、乾燥エコフィードの需

要を減少させ、製品価格引き下げの圧力にな

っているのである。

このことは、飼料用米とエコフィードの位

置付けについて、今後どのように調整すれば

よいのかという重要な課題を、農業政策サイ

ドに投げかけていることにもなる。

写真10　製造されたエコフィードについて
は、すべてサンプル保管される。

写真９　投入されるパンくず

図２　エコフィード循環事業協同組合の製品販売量
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資料:エコフィード循環事業協同組合の配付資料（2017年8月28日）より筆者作成
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淡路和則氏によると、わが国のエコフィー

ドは、その創成期には、配合飼料との比較で、

いかに「畜産物の品質や生産効率を落とさず

に食品残さを利用するか」を追い求めた時代

であった。次の段階では、いかに「選ばれる

もの」をつくるかがテーマになった。すなわ

ち、食味が優れていたり、機能性を有してい

たり、差別化が図られるようになった。そし

て、第三段階では、エコフィード利用の畜産

を核とした地域経済振興、エコフィードの製

造から利用畜産物までを軸とした多様なサー

ビス提供などを考えてアクションを起こすこ

とになるとしている。

本稿で取り上げた「ひょうご雪姫ポーク」

はまさしく第二段階から第三段階に移行しよ

うとしている。上月ファームでは、サカヱ屋

の働きかけで、Ｋ社との食品残さの取引が成

立することになる。その際、食品残さの機能

性を保持するために、乾燥装置の貸与が、上

月ファームからＫ社に行われている。このよ

うな経営努力の積み重ねが、飼料コストの低

減、肉豚の嗜好性の向上、健康で高品質な肉

豚生産につながっていくのである。

兵庫県の畜産の中で、養豚のウエートは決

して高くはなく、その中でも「ひょうご雪姫

ポーク」の出荷量は１割も満たしていない。

しかし、マーケティングでは、サカヱ屋の努

力で、幼稚園や保育園などを中心に、外食で

利用してもらい、小売りでは固定客も存在

し、地産地消が成立している。

しかも、利用者のニーズが、サカヱ屋から

養豚経営へフィードバックされることで、消

費者ニーズに合った豚肉供給につながってお

り、マーケットインの体制になっているとい

える。

まさしく「ひょうご雪姫ポーク」を軸とし

た、生産から消費までをつなぐ地産地消のフ

ードシステムについて、今後のさらなるスト

ーリーの展開から目を離すことができない。
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